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鳥獣害、病虫害…	
今一度　田んぼをご確認ください
　　あなたの水田に、鳥獣や病害虫などの被害が
　発生していませんか。
　　もしも被害が発生していたら、「損害評価野帳」
　を提出してください。

　もしも被害が発生したら	 	 	 	 	 	 	 	

　　被害は自己申告制です
　　●基準収穫量の３割を超える減収かどうかを、ご自身で判断してください。	 	 	
　　●判断がつかない場合は、共済部長 (改良組合長 )や市・村の担当者に相談してください。　
　　●営農組合で共済に加入している場合は、営農組合から申告してください。

　３割を超える被害と判断したら
　⑴ 申告用紙となる「損害評価野帳」を入手してください。
　　　損害評価野帳は、それぞれの地区の共済部長 (改良組合長 )、市・村の農政担当部署、また
　　　はＮＯＳＡＩひだにあります。
　⑵　「損害評価野帳」に必要事項を記入してください
　　①「損害評価野帳」は、被害申告する水田１筆について１枚記入してください。
　　　（水田１枚が合筆されている場合、合筆の1筆ごとに野帳に記入してください）	 	 	
　　②太枠で囲まれた部分について記入してください。
　　③被害水田の「位置図」は、目印になるものがあれば書き入れ、わかりやすく記入してくだ
　　　さい。
　　④「被害表示の立札」は、風雨で飛ばされないようビニール袋などに入れ、被害水田の道路側
　　　で目につきやすい場所に立ててください。
　⑶　「損害評価野帳」を提出してください
　　①必要事項を記入いただいた「損害評価野帳」は、それぞれの地区の共済部長 (改良組合長 )、
　　　市・村の農政担当部署、またはＮＯＳＡＩひだへ提出してください。
　　②「損害評価野帳」は、稲の刈り取り予定日２週間前までに早めの提出をお願いします。

　　　　　注　意	 	 	 	 	 	 	

　　●　「損害評価野帳」の提出が遅れると、現地被害調査が行えないため共済金の支払い

　　　ができません。

　　●　調査のため実測 (坪刈り )をすることがありますので、刈り取りが終わるまで「被害

　　　表示の立札」は、はずさないでください。

　　●　不適切な肥培管理、病害虫防除対策および獣害対策の不備等の場合、分割（免責）

　　　評価となり共済金の支払対象にならない場合があります。

水　稲　共　済
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水　稲　共　済

●　油性のボールペン等で記入してください。
●　品種名は、作付けしている品種を記入してください。
●　｢災害の種類｣ は､『穂首いもち』・『イノシシ害』・『穂発芽』など具体的に記入してください。
●　｢災害の種類｣・｢災害の発生日｣ が２つ以上ある場合は､ すべて記入してください。
●　被害水田１筆につき、損害評価野帳を１枚書いてください。
☆今年の春先に提出していただいた ｢平成３１年産水稲生産実施計画及び経営所得安定対策交付金等営農計画書兼
　水稲共済加入申込書兼変更届出書｣ の農家控えを見て記入していただくと簡単です｡

損害評価野帳の記入例と注意点

3-a_申込書元 (抜粋)

　　　　　　　　　　　　平成31年度水稲生産実施計画及び経営所得安定対策交付金等営農計画書 兼 水稲共済加入申込書兼変更届出書

※押印の場合は加入申込となります。

※　定款及び事業規定（条例）を承知した上、農作物共済について下記により加入申込み（変更の届出）をいたします。 ※　記載のない場合は特約は付加されま

※　加入申込書の記載事項は事実に相違ないこと、申し込みができる農作物の全てであること、及び既に事故が生じている又はその事故の原因が生じているものでないことを確約します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農　　　業　　　者　　　記　　　載　　　欄

㎡

0 0 0 0 ｺｼﾋｶﾘ

主食用水
作付面

自
家
消
費
該
当

自動継続特約選択金額順位 一筆半損特約

地権者氏名

ａ

市　町　村　名 高山市 組　合　等　名 飛騨農業共済事務組合
電話番号 市町村

コード
地区

コード
集落

コード地　　区　　名 高山 大　地　区　名 高山
農家
番号

農協
コード

生産調整方針
作成主体
コード

基準単収 生産目標等

農事改良組合名 下岡本 小　地　区　名 下岡本
0577-35-0310

地域協議会名 飛騨地域農業再生協議会 生産調整方針作成主体名 飛騨農業協同組合
生産数量

面積換算値

５０６－００５２ 高山市下岡本町２１１５
加入申込印

主食用米 1類 一筆 7割

経営形態 塁区分 引受方式 補償割合

有 ・ 無

1位 有 ・ 無

有 ・ 無共
済

1．個人

有 ・ 無共済　太郎
3．法人

様 1 米粉用米

2．集落営農
飼料用米

1 1 ﾎﾗ 1022 186 6

水稲以外の
作物作付
等面積

収
量
等
級

作物名又は
水稲品種名

耕地の番号

地　　名　・　地　　番
大 字 、字　、集 落 地 番

交付
対象
農地
区分

作
期

水 田
　(水はり)

面 積

水稲作付
（引受）
面 積耕地

番号
分筆
番号

ａ

1 0 0 0 0 ｺｼﾋｶﾘ 

0 0 0 0 ﾋﾄﾒﾎﾞﾚ

0 0 その他野菜

1 1 ﾎﾗ　1022 186 61

ﾉﾉﾀﾞ 2954-1 202 2 6

ﾉﾉﾀﾞ 2954-1 202 1 16 101

1
3-b_損害野帳元1

様式第２１号 （一筆方式）
（通し番号） Ｎｏ. 　＊　＊＊＊＊ Ｎｏ. 　＊　＊＊＊＊

地 区 名 地 区 名

(改良組合名） (改良組合名）

評 価 月 日 ＊ 月　　　　　　日 組 合 員 等 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 耕作者氏名 耕作者氏名

耕 地 番 号

分 筆 番 号

悉皆調査単収 ＊ ｋｇ 引 受 面 積 ． ａ（ｱｰﾙ） 地 名 地 番 地 名 地 番

肥 培 管 理 ＊ 災 害 の 種 類 引 受 面 積 ６．０ ａ（ｱｰﾙ） 引 受 面 積 ６．０ ａ（ｱｰﾙ）

分 割 割 合 ＊ ％ 災害の発生月日

判 定 ＊ 電 話 番 号

取扱注意 （1） 　　太線枠内は農家が記入して被災耕地の
　　よく見える場所に立ててください。

（2） 切   取   線

（3）

 

コシヒカリ 品 種 名 コシヒカリ
０５７７－３５－０３１０

被害農家は太線枠内を記入し、「被害表示の立札」を切取線から切り取って、損害評価野帳は共済連絡員にすぐ届けてください。

品 種 名

刈 取 予 定 月 日 ９月２５日

「被害表示の立札」は損害当日にまでに被害耕地のよく見える場所に立ててください。

「災害の種類」は冠水、流失、冷害、干害、穂くびいもち、イノシシ害等と具体的に書いてください。

この野帳を提出された耕地は、飛騨農業共済事務組合または、農業共済組合連合会が坪刈を実施することがありますから了承ください。

は
組
合
等
で
記
入
し
ま
す

。

評
価
員
が
記
入
・
押
印
す
る
欄

、

太
線
欄
は
農
家
が
記
入
す
る
欄

、

共済　太郎 共済　太郎

災 害 の 種 類
＊

耕 地 の ホラ１０２２ 耕 地 の ホラ１０２２

良 　・ 　中 　・　不良 イノシシ害
９月８日

種 類 別

損 害 評 価 野 帳 被害表示の立札

切
　
　
　
取
　
　
　
線

（注）
評 価 者 印

＊
評 価 地 区 下　岡　本 下　岡　本

うるち、もち、飼料用米、
米粉用米､小麦、六条大麦

種 類 別
うるち、もち、飼料用米、

米粉用米､小麦、六条大麦
分 割 理 由

＊

3-c_損害野帳元2

被 害 耕 地 の 位 置 図

目標物となる建物、鉄塔、池などを記
入してください。

短大

住

飛騨
高山
高校

グラウンド

道路から２枚
目の田

【 お 願 い 】
損害評価のため､ 現地で被害状況を確認さ
せていただきます｡ つきましては､ 被害が
発生した耕地の場所がわかるように､ 左の
枠内位置図（地図）を書いて提出してくだ
さい｡   
　注 損害評価野帳は､ １筆ごとに１枚提出し
て ください｡
　注 １枚の位置図に何筆かの被害耕地が記入
できる場合は､ 記入された筆の野帳につい
ては､ 位置図の記入は必要ありません｡  
  
問合せ先：飛騨農業共済事務組合
　　　　　事業課　農産係  
　　　　　電話　0577－35 － 0310

被害水田の場所がわかるように地図を描いてください。

損害評価員による現地確認を行います。
日程調整が必要なため、刈取予定日の２週間前までには､ 提出してください｡

損害評価野帳の右側を切り取り、被害水田に立ててください。

　
平
成
31
年
産

　
水
稲
共
済
加
入
申
込
書

損
害
評
価
野
帳

産
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組織体制の強化と強固な財政基盤で、 
農家・地域への貢献を目指します。

組織体制の強化と強固な財政基盤で、 
農家・地域への貢献を目指します。

　

７
月
26
日
に
岐
阜
県
内
農
業
共
済
組
合
等

組
織
整
備
予
備
契
約
調
印
式
が
岐
阜
県
農
業

共
済
会
館
（
岐
阜
市
次
木
）
で
開
催
さ
れ
、

県
内
の
５
組
合
等
及
び
県
連
合
会
が
、
県
農

政
部
長
の
立
会
の
も
と
同
契
約
書
に
調
印
し

ま
し
た
。

　

飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
を
含
む
５
つ
の

農
業
共
済
組
合
等
は
、
県
内
全
域
を
対
象
と

し
た
一
つ
の
組
合
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
こ
れ
に
伴
い
来
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
は
解
散
と
な
り
ま

す
。

　

今
後
、
各
組
合
等
で
臨
時
総
代
会
や
市
町

村
議
会
に
て
、
合
併
に
関
す
る
決
議
等
を
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合
設

立
準
備
委
員
会
の
岩
井
豊
太
郎
委
員
長
が	

「
平
成
９
年
に
現
在
の
５
組
合
等
と
な
り
、
各

組
合
等
で
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
層
の
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
運

営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
経
営

の
安
定
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
運
営
を

図
り
、
よ
り
組
織
を
強
化
す
る
こ
と
で
組
合

員
に
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業
運

営
に
努
め
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
内
農
業
共
済
組
合
等
組
織
整
備
予

備
契
約
書
で
は
、
新
組
合
の
名
称
を
岐
阜
県

農
業
共
済
組
合
、
設
立
日
を
令
和
２
年
４
月

１
日
と
す
る
こ
と
や
、
事
務
費
賦
課
金
等
の

基
本
事
項
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
同

契
約
書
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
表
１
の

通
り
で
す
。

　

新
組
合
も
今
ま
で
同
様
、
県
内
５
つ
の
支

所
を
設
け
、
一
県
一
組
合
化
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
、
よ
り

一
層
の
農
家
と
の
接
点
強
化
、
信
頼
と
活
力

あ
る
組
合
を
目
指
し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な

り
取
り
組
み
ま
す
。

基 本 事 項 内 容 等

設立期日 令和 2 年 4 月 1 日

組合の名称
岐阜県農業共済組合
呼称：ＮＯＳＡＩ岐阜

組合の区域 岐阜県の全域

事務所の所在地
①本所
②支所

現岐阜県農業共済組合連合会
５支所（現組合等の５ヶ所）

組合員資格

加入基準
・農作物

・果樹
・大豆
・蚕繭
・園芸施設

総代

損害評価員

農業保険法第 20 条の規定に基づく
組合員の資格を有する者

10 ａ以上（水稲及び麦の耕作面積の
合計）
5 ａ以上
10 ａ以上
0.25 箱以上
１a 以上

40 人

4,200 人以内

事業
事業の種類と共済目的
・農作物共済
・家畜共済
・果樹共済
・畑作物共済
・園芸施設共済

・任意共済

事務費賦課金

共済掛金率

水稲、麦
牛、馬、豚
りんご、なし、もも、かき
大豆、蚕繭
特定園芸施設、附帯施設、施設内農
作物
建物、農機具

現行賦課金の中庸程度の額

県下統一の危険段階別共済掛金率

表１ 予備契約書の主な内容

予
備
契
約
書
に
調
印

　新
組
合
の
設
立
日
等
を
決
定



5 根っこ

（新）岐阜県農業共済組合
県内１組合化へ

（新）岐阜県農業共済組合
県内１組合化へ

名称 所在地 電話番号

本　所
〒 501-6132 
岐阜市次木 348 番地の 1

TEL 058-270-0081 
FAX 058-270-0088

岐阜支所
〒 500-8385 
岐阜市下奈良 2 丁目 2 番 1 号

TEL 058-275-3490 
FAX 058-275-3492

西濃支所
〒 503-0115 
安八郡安八町南今ヶ渕 607 番地の 1

TEL 0584-64-6667 
FAX 0584-64-6645

中濃支所
〒 501-3253 
関市栄町 3 丁目 7 番 21 号

TEL 0575-22-1008 
FAX 0575-22-1317

東濃支所
〒 509-7201 
恵那市大井町 1008 番地の 1

TEL 0573-25-8805 
FAX 0573-25-5041

飛騨支所
〒 506-0052 
高山市下岡本町 2115 番地

TEL 0577-35-0310 
FAX 0577-35-0388

岐阜

高山

飛騨

大垣 多治見

関

美濃

郡上
下呂

瑞浪

羽島

美濃加茂

土岐

各務原 可児
岐南
笠松

海津

養老大垣

垂井
関
ヶ
原

神戸

大
野

北方

安八

池田

穂積

本巣

揖斐川 山県

坂祝

富加 川辺

七宗

八百津

白川
東白川

中津川

恵那

御嵩

白川

飛騨支所

中濃支所

東濃支所西濃支所

岐阜支所

本　所

事 務 所 配 置

組織体制の強化と強固な財政基盤で、 
農家・地域への貢献を目指します。

予備契約書に署名する國島管理者

左から　國島　芳明　飛騨農業共済事務組合　管理者
　　　　青山　節児　東濃農業共済事務組合　管理者
　　　　日置　敏明　中濃地域農業共済事務組合　管理者
　　　　岩井豊太郎　西濃農業共済組合　組合長理事
　　　　　　　　　　岐阜県農業共済組合連合会　会長理事
　　　　鷲見　郁雄　岐阜中央農業共済組合　組合長理事
　　　　渡辺　正信　岐阜県農政部長
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被
害
写
真
の
撮
影
例

りんご摘果作業の様子

あ
ま

　き

ま
さ
ひ
こ

園
芸
施
設
共
済

―
収
入
保
険
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　「
自
然
災
害
や
獣
害
に
備
え
る
た
め
、
黒
内
果

樹
園
で
は
以
前
か
ら
果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い

ま
し
た
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
方
と
話
す
こ
と

も
よ
く
あ
り
、
収
入
保
険
と
い
う
も
の
が
新
た

に
始
ま
る
こ
と
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。」

―
説
明
を
聞
い
て
わ
か
ら
な
い
点
は
解
決
し
ま

し
た
か
？

　「
難
し
い
の
で
最
初
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、見
積
も
り
を
見
て
、補
償
さ
れ
る
金

額
や
必
要
な
費
用
が
わ
か
り
、
加
入
の
イ
メ
ー

ジ
が
も
て
ま
し
た
。」

　
収
入
保
険
は
見
積
も
り
が
な
い
状
態
だ
と
少

し
わ
か
り
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
検

討
の
際
は
見
積
も
り
を
出
す
た
め
の
必
要
書
類

の
提
出
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

―
補
償
金
額
や
費
用
に
関
し
て
は
い
か
が
で
し

た
か
？
　

　「
掛
け
捨
て
の
部
分
だ
け
で
見
る
と
果
樹
共

済
よ
り
費
用
が
安
く
、
補
償
が
高
い
の
が
い
い

と
思
い
ま
し
た
。積
立
金
ま
で
含
め
る
と
額
が

か
な
り
大
き
い
の
で
最
初
は
び
っ
く
り
し
ま
し

た
が
、
積
立
金
額
の
４
分
の
３
は
国
が
補
助
し

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
悪
い
話
で
は

な
い
の
か
な
と
。」

 

―
果
樹
共
済
は
収
穫
量
の
７
割
が
対
象
（
３
割

足
切
り
）で
す
が
、
収
入
保
険
は
積
立
金
を
つ
け

私
の
収
入
保
険
加
入
物
語

ス
ト
ー
リ
ー

れ
ば
基
準
収
入
の
９
割
を
補
償
で
き
ま
す
。果

実
の
販
売
単
価
な
ど
、
個
々
の
農
家
さ
ん
の
実

態
に
合
わ
せ
た
金
額
を
設
定
で
き
る
点
も
オ

ス
ス
メ
で
す
。

　「
果
樹
園
は
霜
の
害
や
雪
で
の
枝
折
れ
、ク
マ

の
害
な
ど
い
ろ
ん
な
災
害
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
万
が
一
の
時
に
従
業
員
の
こ
と
も
考

え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
ど
れ
だ
け
で
も
手

厚
い
補
償
が
ほ
し
い
で
す
か
ら
ね
。」

 

―
そ
う
で
す
ね
。一
方
で
果
樹
共
済
も
、
り
ん

ご
、も
も
な
ど
の
樹
種
や
、早
生
・
晩
生
と
い
っ

た
分
類
ご
と
に
減
収
量
を
計
算
す
る
た
め
、
収

入
保
険
に
比
べ
て
局
地
的
な
被
害
に
強
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の

営
農
状
況
に
合
わ
せ
て
選
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
後
の
農
業
経
営
の
目
標
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
？

「
従
業
員
に
若
手
が
２
人
い
る
の
で
、何
か
新
し

い
考
え
が
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。高
山

市
で
は
若
手
の
後
継
者
が
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
な
の
で
、そ
の
よ
う
な
方
々
と
交
流
し
て
、

新
た
な
加
工
品
の
開
発
な
ど
面
白
い
こ
と
を

や
っ
て
く
れ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

―
若
手
の
方
々
か
ら
新
し
い
動
き
が
出
て
く

る
と
い
い
で
す
ね
。収
入
保
険
も
農
業
経
営
の

安
定
の
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
二
回
農
事
組
合
法
人

　黒
内
果
樹
園

今
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し
た
黒
内
果
樹
園
組
合
長
の
天
木
政
彦
さ
ん
に
、
加
入
申
請

ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
ま
し
た
。

園
芸
施
設
共
済

台　風
シーズン
到　来！

①大切なハウスが被害を受けたら

②調査までにやむを得ずハウスを修復
  する場合は・・・

連絡がないと共済金を支払うことができません！

す
ぐ
に

NOSAIひだ　事業課　園芸施設共済担当
TEL0577-35-0310
FAX0577-35-0388まで

大災害時は、被害調査をする職員が現地に行くまでに
時間がかかる場合があります!! 

◎必ず被害写真の撮影をお願いします。

被害写真撮影のポイント
●ダンボール等の大きな紙に地区名(旧
　町村)・氏名・棟番号を記入し、被害棟と
　一緒に撮影してください。
●１棟ごとにハウス全体と被害部分を、
　それぞれ１枚ずつ撮影してください。

地区名 丹生川

13
共済太郎

棟番号
氏　名

農
事
組
合
法
人
　
黒
内
果
樹
園（
飛
騨
市
古
川
町
）。

昭
和
４
８
年
設
立
。組
合
長
：
天
木
政
彦
さ
ん
。も
も

５
７
７ａ
、り
ん
ご
４
７
４ａ
を
栽
培
。従
業
員
11
名
。
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〒 506−0052

高
山
市
下
岡
本
町
2115

N
O
S
A
I
ひ
だ

広
報
係
宛

答
え
◯
◯
◯
◯
◯
◯

〒
住
所
・
氏
名

電
話
番
号

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど

応募ハガキの書き方

　
ご
応
募
を

　
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す
！

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意

見
・
ご
感
想
な
ど
は
、
こ
だ
ま
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（横書きでもよいです）

９月30日必着〆切

クロスワードパズル
前回の解答

　

７
月
11
日
、
当
事
務
組
合
に
て
、

第
２
回
飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
議

会
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、議
長
の
選
挙
を
行
い
、

議
長
に
は
高
山
市
議
会
議
長
の
橋は
し
も
と本

正ま
さ
ひ
こ彦
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

全
８
件
の
議
案
の
審
議
を
行
い
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
岐
阜
県
内
農
業
共

済
団
体
の
１
組
合
化
に
つ
い
て
の
報
告

を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
【
主
な
議
案
の
概
要
】

◆
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

　

加
入
要
件
の
見
直
し
等
の
農
業
保

険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
等
に
伴

う
、
条
例
の
一
部
改
正
を
承
認
。

◆
損
害
評
価
会
委
員
の
変
更
の
専
決

処
分
に
つ
い
て

　

所
属
組
織
の
人
事
異
動
等
に
伴
う

変
更
に
つ
い
て
承
認
。

◆
令
和
元
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
賦

課
単
価
の
変
更
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

　

園
芸
施
設
共
済
に
お
い
て
、
生
産
者

団
体
等
に
よ
る
一
斉
加
入
に
対
す
る
賦

課
金
の
減
免
制
度
創
設
に
伴
い
、
必
要

と
な
る
規
定
に
つ
い
て
承
認
。

◆
平
成
30
年
度
農
業
共
済
事
業
会
計　

補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
専
決
処
分
に

つ
い
て

◆
平
成
30
年
度
農
業
共
済
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て

　

果
樹
共
済
（
り
ん
ご
）
の
台
風
の
暴

風
等
に
よ
る
被
害
と
、
畑
作
物
（
大
豆
）

共
済
の
土
壌
湿
潤
害
等
に
よ
る
被
害
に

対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
共
済
金
を
支
払
う
た

め
の
１
，
７
０
７
万
円
と
５
８
万
円
の

補
正
予
算
を
承
認
。

◆
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
、
飛
騨
市

議
会
議
長
の
中な

か
し
ま嶋
国く
に
の
り則
さ
ん
を
選
任
。

令
和
元
年
第
２
回

飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
報
告

●前号表紙の写真の牛達は、青
空の下でどんな会話をしている
のかなと思う。美しい景色です
ね。（下呂市萩原町　二村昭彦さん）
●初めてズッキーニを植えまし
た。葉っぱのたくましさにびっ
くり !!
（飛騨市神岡町　橋本郁世さん）

●昭和３年生まれ。昭和→平成
→令和と、３代を生きられると
は…ありがたいです。

（下呂市蛇之尾　田口宏さん）
●がんばってます！で紹介の石
垣拓さんと育恵さん、出会いが
最高。育恵さんも一緒に働けれ
ばいいですネ。
（高山市下切町　榎坂治雄さん）

　右のクロスワードパズルを解き、
Ａ～Dを順に並べてできることばを
答えてください。
　正解者の中から抽選で10名の方に、
「ひだびと自慢の逸品」で紹介しまし
た小屋垣内農園の「雪見いちごジャム」
をプレゼント！！

　◎よこのカギ
①アラビア半島イエメン産のコーヒー豆。
③サケ科の小さい斑点がある渓流魚。
⑤調査・研究。
⑦⇔オフ
⑧菖蒲の古称。
⑩困難があっても志を貫くこと。
⑪外国の文字・漢字コード体系外の文字。
⑬着物にはこれが必要。名古屋・袋・半幅等の
　種類があります。
⑮優れた仕事。偉大な事業。「先人の〇〇〇〇」

　◎たてのカギ
1代表作に「舞姫」「雁」がある作家。
2一定の額に、さらにある額を付け加えること。
3石川啄木「○○○○の砂」。
4乾燥した実は生薬にもなっているクロウメモ
　ドキ科の木。飛騨では甘露煮にして食べます。
9「風の盆」が行われる、越中〇〇〇。
10助けること。力を添えること。
12他人と違った議論や意見。「〇〇を唱える」。
14美しく変化させること、またすること。

　前回の正解は、
　「ハナショウブ」でした。
　厳正な抽選の上、10 名の方へ
　「納豆喰豚の缶詰セット」をお贈り
しました。おめでとうございます。

1 2 3 4 

5 B 6

7 8　　A 9

10

11    C 12 13    D 14

15    

A B C D

こだま
〜みなさんからの
　お便りをご紹介します〜
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高
山
市
江
名
子
町
の
小
屋
垣
内
農
園
で
は
、
ホ
ウ
レ
ン
草

を
主
体
に
、市
外
料
理
店
向
け
の
サ
ラ
ダ
ホ
ウ
レ
ン
草
、地
元

出
荷
の
レ
タ
ス
や
水
菜
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
し

て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
イ
チ
ゴ
の
栽
培
面
積
は
７
㌃
で
、「
雪

見
い
ち
ご
」の
商
品
名
で
出
荷
す
る
と
と
も
に
、春
に
は
い
ち

ご
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
雪
見
い
ち
ご
を
使
用
し
た

ジ
ャ
ム
で
す
。イ
チ
ゴ
の
中
に
は
２
級
品
な
ど
で
出
荷
で
き

な
い
も
の
あ
り
、
も
っ
た
い
な
く
何
か
有
効
活
用
で
き
な
い

か
、
と
の
思
い
が
商
品
化
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
小
屋
垣
内

さ
ん
は
話
し
ま
す
。　
試
作
を
繰
り
返
し
て
完
成
し
た
ジ
ャ

ム
は
、イ
チ
ゴ
を
潰
さ
ず
丸
ご
と
使
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

無
添
加
で
砂
糖
と
レ
モ
ン
果
汁
の
み
を
使
用
し
た
体
に
や
さ

し
い
ジ
ャ
ム
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
原
料
に
は
２
級
品
の
ほ
か
、
い
ち
ご
狩
り
の
集
客
が
少
な

か
っ
た
日
に
収
穫
し
た
分
を
冷
凍
保
存
。製
造
は
長
野
県
内

の
加
工
場
に
委
託
し
、
農
園
の
レ
シ
ピ
を
元
に
瓶
詰
加
工
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
小
屋
垣
内
さ
ん
は
、「
パ
ン
に
塗
る
以
外
に
も
、
プ
レ
ー
ン

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
入
れ
た
り
デ
ザ
ー
ト
に
添
え
た
り
す
る
と
美

味
し
い
で
す
よ
。か
き
氷
に
か
け
た
ら
最
高
で
す
ね
。」
と
ア
レ

ン
ジ
に
つ
い
て
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
雪
見
い
ち
ご
ジ
ャ

ム
は
、Ｊ
Ａ
ひ
だ
ア
グ

リ
高
山
、
駿
河
屋
ア
ス

モ
店
な
ど
で
お
買
い

求
め
で
き
ま
す
。ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

小
屋
垣
内
農
園

　小
屋
垣
内

　浩
之
さ
ん

小
屋
垣
内
農
園

　小
屋
垣
内

　浩
之
さ
ん

こ
や
が
い
と

こ
や
が
い
と

こ
や
が
い
と

ひ
ろ
ゆ
き

ひ
ろ
ゆ
き

こ
や
が
い
と

　
　
　【お
問
い
合
わ
せ
】
小
屋
垣
内
農
園

   

　
℡
０
５
７
７

－

３
６

－

３
１
４
１

ひ
だ
び
と

ひ
だ
び
と

自
慢
の
逸
品

「
雪
見
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
」

　 あ と が き

がんばってます。がんばってます。

高山市国府町

藤木　愛さん
あい

「気楽に農業をしたい」

　　　　　　　　　　長かった梅雨も明けたと思ったら、もう残暑の時期です。
　　　　　　　　　　日照不足が心配でしたが、今度は猛暑・草刈りと心配がつきません。
水分補給をしっかりとし、無理をせず、おいしい飛騨の食材を食べて残暑を乗り切りましょう！（志田）

　

高
山
市
丹
生
川
町
の
甫ほ

場
で
、

ト
マ
ト
１
６
㌃
を
ハ
ウ
ス
栽
培

し
て
い
る
藤
木
愛あ
い

さ
ん
。

　

以
前
は
愛
知
県
の
会
社
で
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
高
山
の
美

し
い
自
然
に
引
か
れ
て
移
住
し
、

就
農
し
ま
し
た
。
丹
生
川
町
の

ト
マ
ト
農
家
で
２
年
研
修
を
受

け
て
か
ら
独
立
し
、
現
在
６
年

目
に
な
り
ま
す
。

　
「
研
修
を
受
け
る
ま
で
は
、
自

分
に
農
業
が
で
き
る
か
不
安
で

し
た
が
、
や
っ
て
み
る
と
性
に

合
っ
て
い
て
、
就
農
し
て
か
ら

も
あ
ま
り
苦
労
を
感
じ
ず
に
こ

こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。」
と

話
し
ま
す
。

　

農
業
は
体
が
資
本
で
あ
り
、

と
り
わ
け
一
人
で
作
業
を
し
て

い
る
の
で
、
健
康
管
理
に
は
人

一
倍
気
を
使
い
、
休
憩
を
多
く

入
れ
た
り
、
暑
い
と
き
に
は
日

影
で
作
業
を
し
た
り
す
る
な
ど

仕
事
の
仕
方
を
工
夫
す
る
と
と

も
に
、
省
力
化
が
で
き
な
い
か

常
に
考
え
て
お
り
、
二
度
手
間

に
な
ら
な
い
よ
う
に
段
取
り
を

し
っ
か
り
と
す
る
よ
う
気
を
付

け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
目
標
は
経
済
的
に
成

功
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
分

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
だ
そ
う
で

す
。

　
「
お
金
も
大
事
で
欲
を
言
え
ば

た
く
さ
ん
欲
し
い
で
す
が
、
楽

し
く
も
や
っ
て
い
き
た
い
。
私

欲
張
り
な
ん
で
す
。」
と
笑
い
な

が
ら
話
し
ま
す
。

　

仕
事
以
外
の
楽
し
み
は
、
手

芸
や
日
曜
大
工
、
絵
画
、
読
書
、

ド
ラ
イ
ブ
な
ど
と
て
も
多
趣
味

で
す
。
温
泉
巡
り
も
好
き
で
、

休
日
に
は
地
元
の
さ
ま
ざ
ま
な

温
泉
を
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
や
っ
ぱ
り
仕
事
で
背
中
が
ガ
チ

ガ
チ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
き
は

温
泉
へ
行
き
、
の
ん
び
り
と
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。」

　

最
後
に
、「
み
ん
な
、
私
は
元

気
に
し
て
る
よ
～
。
み
な
さ
ん

も
、
根こ
ん

を
詰
め
な
い
よ
う
に
、

体
に
気
を
つ
け
て
や
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！
」
と
明
る
く
話
し

て
く
れ
る
愛
さ
ん
で
し
た
。


